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S励吻Joのcα侭 ακ抱岱FDA 209P 疎ψθガ功抱608’0－25
対照 現行処方 改良処方 対照 現行処方 改良処方
0 8．2×107 8．2×107 8．2×107 5．8×107 5、8×107 5．8×107
4 1．6×107 3．3×102 2．8×102 4．1×107 6．1×102 3．6×102
24 6．8×106 0 0 9．2×105 0 0




S励吻わco6α岱 αμ豹εμsFDA 209P 疎τ加碗ん口oo〃0－25
対照 現行処方 改良処方 対照 現行処方 改良処方
0 2．2×107 2．2×107 2．2x107 1．4×107 1．4x107 1．4×107
4 8．0×106 2．4×104 8．2×105 7．2×106 6．4x102 5．4×103
24 9．0×105 0 1．6×103 8．0×105 0 3．0
48 5．4×104 0 0 6．8×104 0 0
注．各処方液は原液，対照は精製水を使用．数字は各液の1m1当たりの生菌数を示す．
44 中村他　カルビタールの現行処方と改良処方の抗菌活性
散法において，現行処方および改良処方の両液は
空中菌株No．1に対していずれも完全な発育阻
止帯がみられなかったが，両液にこの菌株のlosの
生菌数を接種し経時的に生菌数を調べると，4時
間の作用で両液ともに生菌数が全く検出されず，
明らかに抗菌性を有することが確認された．
結 論
　カルビタールの現行処方と改良処方の末および
液素材について，それぞれ抗菌活性を比較した結
果，両処方の末は，自然環境下に普遍的に存在す
るとみられるB．　subtilisや真菌（CladsPorium
sp．）など含めた種々の細菌やカビに著明な抗菌活
性を有すること，またその活性が両処方末ともに
同等の力価を有し，その作用が殺菌的であった．
このことから改良処方末の保存・安定性が十分に
保証されるものと考えられた．
　一方，両処方液は，寒天内拡散法において空中
菌株No．1（CladsPorium　sp．）に対して発育阻止
帯の発現が認められなかったが，両液と作用させ
た生菌数の測定から明らかに本菌に対しても抗菌
活性を有することが確認され，また，その他の供
試細菌や真菌に対してもほぼ同程度の抗菌活性を
有していた．しかし，現行処方に比較して改良処
方液は，S．　aureusとE．601川こ対してのみその活
性がわずかに劣る傾向を示したが，いずれもその
作用が殺菌的であった．このことから，改良処方
液の保存・安定性も十分期待できると判定された．
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